
事
相
吟
興
期
の
台
密
、
妙
理
粟
興
の
大
槻
、
慧
檀
野
師
の
著
作
、

二
箇
相
承
の
問
題
，
日
本
天
台
の
解
織
法
、
機
根
の
分
類
、
教
判

上
の
特
色
、
発
墨
雲
門
の
問
題
、
止
観
－
こ
法
華
ミ
の
交
渉
、
記
事

法
門
の
略
説
、
日
本
天
台
の
分
裂
問
題
，
日
本
天
台
の
堕
落
ざ
幣

串
の
頽
慶
、
第
五
編
に
は
近
世
天
台
史
熟
読
を
蓮
べ
て
あ
る
。
爾

ほ
巻
末
に
は
、
止
醜
業
遮
駐
車
の
血
脹
並
に
索
引
を
添
へ
て
あ
る

（…

l
六
版
甲
二
二
〇
劃
一
、
東
山
尽
明
治
都
田
院
逆
行
、
〃
慣
鷲
丁
γ
皿
圓
）
〔
松

野
Ψ　

　
⑳
江
都
督
嘉
吉
願
文
集
　
　
　
李
泉
　
　
澄
編
著

　
才
智
通
人
，
文
章
勝
他
、
実
語
天
下
明
鏡
也
ざ
中
御
門
宗
忠
を

し
て
嘆
ぜ
し
め
た
李
安
朝
後
期
の
碩
學
大
江
匡
房
の
願
文
集
で
あ

る
。
此
書
は
本
來
六
巻
よ
り
成
る
も
の
で
あ
．
る
が
、
績
群
書
類
從

巻
第
八
百
二
十
七
に
牧
め
ら
れ
た
る
第
三
巻
の
み
世
入
の
鰯
目
し

得
る
所
で
あ
り
、
一
代
の
文
人
の
作
る
贋
の
文
章
は
、
他
に
績
本

朝
七
去
朝
野
常
州
等
に
散
見
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　
李
泉
博
士
が
大
正
十
五
年
秋
塙
検
校
の
群
書
類
從
に
探
録
し
た

る
大
永
八
年
書
窟
…
の
紳
皇
正
統
記
を
水
戸
附
近
の
六
藏
寺
に
求
め

赴
き
、
三
回
討
憂
し
て
遽
に
求
め
得
す
、
而
し
て
意
外
な
る
古
爲

　
　
　
　
”
胡
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
．

　
　
　
　
悉
　
　
　
　
　
　
4

本
を
見
倒
し
た
。
帥
ち
細
革
の
頃
霞
浦
の
一
僻
村
の
該
寺
に
土
龍

－
こ
自
記
し
居
た
る
學
僧
恵
範
の
魑
し
き
著
作
、
正
慕
二
年
の
性
盤

集
、
窪
治
二
年
の
績
盤
性
集
等
。
江
都
親
柱
出
願
文
集
も
亦
こ
の

時
の
嚢
見
に
係
る
。

　
六
藏
寺
本
江
都
督
納
言
願
文
集
は
第
四
巻
を
潔
く
の
み
で
、
他

五
巻
は
之
を
完
備
し
、
然
し
て
永
享
七
年
の
細
書
に
よ
り
、
愚
僧

恵
範
の
手
澤
本
で
あ
り
、
叉
水
戸
義
公
の
親
閲
を
経
た
ε
推
せ
ら

れ
て
み
る
。

　
刊
行
せ
ら
れ
た
る
内
容
は
、
巻
第
一
（
帝
皇
に
織
す
る
も
の
）
に

後
三
智
院
五
七
日
御
願
文
を
始
め
ε
し
て
二
十
二
篇
、
懸
第
二
（
仙

院
、
虐
妃
）
は
十
八
篇
、
巻
第
三
（
大
臣
、
諸
卿
）
に
こ
十
四
篇
、

巻
第
五
（
女
入
，
尼
公
）
に
二
十
三
篇
、
巻
第
六
（
上
客
、
庶
人
）
に

二
十
八
鷹
扁
、
計
百
十
五
篇
山
を
撒
へ
、
L
起
用
相
府
室
家
…
願
文
㈱
圓
徳
院
の

願
文
等
寛
治
以
前
の
傑
作
三
十
篇
を
存
し
て
み
る
。

　
こ
の
刊
行
が
集
の
置
文
を
補
ひ
て
、
其
名
一
世
を
蔽
ひ
て
し
か

も
其
作
多
く
傳
は
ら
な
か
っ
た
陽
平
大
江
医
房
卿
の
文
才
を
偲
ぶ

に
ミ
ゴ
ま
ら
す
、
r
そ
の
文
が
當
時
の
名
流
の
駕
に
草
す
る
所
な
る

が
故
に
歴
史
的
色
彩
に
富
み
、
世
俗
的
蘭
虫
・
こ
共
に
宗
教
思
想
を

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
一
號
　
　
憎
三
七
、
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、
紹

介

現
し
て
史
家
を
算
す
る
所
無
く
な
い
で
あ
ら
う
．
、
（
菊
版
矯
版
八
、

本
文
三
〇
〇
頁
、
便
五
・
○
○
、
至
文
堂
獲
行
　
）
〔
寺
尾
〕

　
　
⑱
正
朋
寺
小
志

　
本
書
は
滋
賀
縣
蒲
生
郡
口
野
町
松
尾
の
古
刹
正
明
寺
か
ら
、
今

秋
十
月
同
寺
に
於
て
嚴
修
せ
ら
る
べ
き
後
水
尾
天
皇
二
百
五
十
阿

聖
岳
の
記
念
ミ
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
．
る
。
當
寺
は
も
、
こ
聖
徳

太
子
の
開
創
ミ
樗
せ
ら
れ
た
古
剰
で
あ
っ
九
が
織
田
信
長
の
兵
に

よ
っ
て
堂
宇
を
焼
か
れ
寺
領
を
浸
潤
さ
れ
て
以
來
全
く
荒
越
に
飾

し
、
其
後
徳
川
時
代
の
初
期
に
頓
宮
宗
右
衛
門
な
る
者
の
獲
起
に

よ
り
永
源
寺
の
一
飽
和
爾
が
再
興
に
誰
毒
し
、
後
水
尾
上
皇
の
叡

慮
に
よ
っ
て
御
下
賜
金
を
添
ふ
し
て
堂
宇
の
単
管
に
着
手
し
た
が

｝
綜
は
其
の
落
成
を
見
る
に
至
ら
す
し
て
寂
し
、
其
後
黄
葉
の
龍

渓
和
術
が
往
由
す
る
に
至
っ
て
一
望
優
渥
な
る
上
皇
の
恩
葱
を
蒙

っ
て
伽
藍
は
次
第
に
完
備
し
、
第
三
代
晦
翁
第
五
代
寂
門
の
時
も

皇
室
の
外
護
に
よ
っ
て
寺
蓮
繁
々
揚
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は

主
ミ
し
て
此
の
一
寸
以
來
寂
門
に
至
る
迄
の
寺
蓮
恢
興
の
事
歴
を

詳
記
し
て
あ
っ
て
、
本
縣
の
歴
史
に
黙
思
せ
ら
る
・
蔚
滋
賀
縣
史

編
纂
主
任
牧
野
信
之
助
氏
の
特
志
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
第
十
、
五
巻
　
第
ヅ
號
　
　
一
三
入

る
、
附
録
に
は
當
寺
所
藏
の
一
橋
和
倫
の
書
歌
三
漣
並
に
當
寺
の

建
造
物
、
費
物
を
列
記
し
て
あ
る
（
和
装
七
八
頁
、
滋
賀
縣
濃
道

元
氏
嚢
行
、
非
資
晶
）

　
　
魎
菅
居
古
文
書
．
第
一
唇

　
河
内
轡
佃
八
幡
宮
の
醤
就
家
で
あ
っ
た
菅
居
家
は
由
緒
あ
る
醤

家
で
多
数
の
古
文
書
類
を
所
藏
し
て
み
る
が
、
昨
年
無
主
正
治
氏

が
偶
ま
父
組
の
遺
言
し
て
或
る
時
期
ま
で
踊
封
を
禁
じ
て
置
い
た

一
箱
を
開
封
す
る
ε
共
に
代
々
陣
費
せ
る
古
文
書
古
記
録
入
り
の

二
慨
の
唐
櫃
を
開
清
し
た
る
に
端
を
潰
し
て
濡
れ
等
に
依
っ
て
租

先
の
事
蹟
を
明
瞭
な
ら
し
む
。
へ
き
必
要
を
惑
じ
之
を
京
都
潟
湖
大

學
の
西
田
直
二
郎
博
士
に
商
り
四
月
以
降
整
理
、
こ
調
査
に
無
手
さ

れ
た
が
、
先
般
そ
の
整
理
を
虐
兀
了
さ
れ
た
か
ら
、
之
を
子
孫
に
傳
へ
、

る
ミ
共
に
國
史
研
究
の
資
料
に
も
ざ
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
、

そ
の
編
纂
は
西
田
博
士
監
修
の
下
に
紳
法
皇
墨
譜
教
授
佐
藤
虎
雄

氏
が
專
ら
之
に
當
ら
れ
、
全
部
三
巻
よ
り
成
り
第
一
巻
に
は
古
丈

書
、
引
瞬
き
刊
行
さ
る
べ
き
第
二
谷
に
は
八
幡
宮
に
間
す
る
記
録
、

口
録
、
並
に
宗
旨
入
繍
帳
の
類
、
第
三
巻
に
は
八
幡
宮
並
に
紳
紙

に
署
す
る
も
の
、
維
記
録
を
牧
め
る
由
で
あ
る
。
是
等
の
古
文
書

臆（13g）


